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　  釧路湿原自然再生全体構想のまとめにあたって

　釧路湿原は現存する日本の湿原の中では最大の面積を持つ。湿原の意義は規模の大小だけではな

いが、大きな湿原はその規模の故に生物的にも物理的にも大きな役割と効果を果たすことも事実で

ある。

　この日本有数の湿原は古くから国の特別天然記念物タンチョウの生息地として知られており、

1980 年に日本で最初のラムサール条約による国際保護湿原として登録され、ついで 1987 年には

湿原単体としては初めての国立公園となった。

　しかし、湿原の周域には酪農を主とする農地が広がり、他方、下流部には釧路市を始めとする人

口集積地があるなど、その自然においても、機能においてもさまざまな影響が現れるようになった。

データの解析に依れば、これらの環境変化はこの 20 年において特に大きいものと判断された。

　この変化に対しては科学的な原因解析に基づく順応的対応が要求される。また、湿原の変動要因

の多くは湿原外からもたらされるものと考えられることから、自然再生には釧路川流域の広域的管

理の視点が重要である。湿原の保全は、国立公園や天然記念物であるとかいうことだけではなく、

もっと広い意味での地域環境として、あるいは持続可能な地域社会の構築をその目標に置くべきで

あろう。

　この目標に対して 2001 年（平成 13 年）に釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会（事務局：

国土交通省北海道開発局釧路開発建設部）が提言を行い、2003 年（平成 15 年）には釧路湿原自

然再生事業に係る環境省案（釧路イニシアティブ）が提示された。これらの提言は 2002 年のヴァ

レンシア・ラムサール条約締約国会議で公示されている。

　そして 2003 年（平成 15 年）１月の自然再生推進法施行に基づいて同年 11 月に本協議会の設

立を見ることとなった。

　協議会は地域住民、市民団体（ＮＰＯ、ＮＧＯ）さまざまな分野の専門家、国、道、市町村など

多様な主体の参加によって構成されている。自然再生推進法によってメンバーは公募され、北海道

はもとより、全国からの応募を基に構成された。これだけの数による協議会は他に例をみない。

　実に 100 名を超える大きな組織となったことと、実務的には幾つかの項目についての議論が必

要であることから、小委員会を設けて議論を繰り返すシステムがつくられた。小委員会としては湿

原再生小委員会、旧河川復元小委員会、森林再生小委員会、水循環小委員会、土砂流入小委員会、

そして再生普及小委員会がある。構成員はその希望に応じて、それぞれの小委員会のメンバーとなっ

た。

　全体構想の作成には、これら小委員会の所掌を横断しての議論が必要である。そのために各小委

員会のメンバーから成る全体構想作成ワーキンググループが組織された。本全体構想はこのワーキ

ンググループが纏めた案を協議会で更に検討し、加えていわゆるパブリックコメントを行って広く

意見を求めた上で成立に到ったものである。



　この間、協議会並びに各小委員会は公開としたのはもちろん、まとめられた議論や提起された問

題点はニュースレター、ホームページによって逐次、広報された。

　また流域自治体や農協・漁協など各種の団体に対してはそれぞれに地域検討会が開かれて協議会

の議論の動向その他の情報の広報に努めると共に、自治体、団体、地域住民の意向の把握を行っ

た。自然再生事業の推進にはまずもって流域住民の理解と合意形成が不可欠である。自然再生事業

によって自然も人も不利益を生じることがあってはならない。

　以上、全体構想策定までの経過を示した。この全体構想は釧路湿原の自然再生事業の正に方向を

示したものであって、これに基づいて各種の事業計画案が立てられることになる。自然の変動のあ

るものは今も続いているし、人の営みも絶え間無く進む。加えて自然再生についての技術も必ずし

もまだ十分に進んだものばかりではない。こうした条件に対応する場合にはあるいは試行錯誤も避

けられまい。私たちはそれらの課題を抱えつつ、このほとんど類の無い事業の推進に当ろうとして

いる。

　協議会初代会長　

（2005 年 3 月 記）

　　　　　全体構想 10 年目の見直しを終えて

　2003 年に「釧路湿原自然再生協議会」が発足してから、はや 10 年以上の歳月が流れた。これまで、

発足時に作られた全体構想に則って様々な自然再生事業を実施してきた。そして、この 10 年の節

目に全体構想の見直しが行われたことは非常に意義深い。熱心にご議論いただき、新たな全体構想

作成にご尽力いただいた協議会メンバー、行政機関の関係各位に深謝の意を表したい。

　見直しを終えた今、初代協議会会長である辻井達一先生の前文を読んだ。辻井先生とともに、協

議会立ち上げから関わってきた私にとって、書かれてある経緯は懐かしい内容であり、多くの思い

出が蘇ってきた。当時、自然再生事業の対象となる区域を “釧路湿原をつくりだした釧路川水系の

集水域” とすることに、多くの自治体から反対の声があがったのも懐かしく思い出される。辻井先



生の “自然再生事業の推進にはまずもって流域住民の理解と合意形成が不可欠である。自然再生事

業によって自然も人も不利益を生じることがあってはならない。” という言葉は、今後も肝に銘じ

ておかなければならない。できれば、新たな全体構想についても、先生のご意見をお聞きしたかっ

たのであるが、残念ながらそれも叶わない。辻井先生の遺志を受け継いで、地域社会と共にこれ

からも進んで行けたらと願っている。

　この 10 年間、行政を含めた多くの方々の努力により、人工林の自然林化や農地の湿地化、川の

蛇行復元など、全国からも注目される事業が行われてきた。そして、多くの事業は、生物多様性

の保全や生態系の機能発揮の面からも着実に成果をあげ、その効果はモニタリング調査によって

検証されてきた。先の再生協議会では、釧路川蛇行復元区間において、日本最大の淡水魚イトウ 2

尾の生息が確認されたことが報告された。私にとって、大変うれしい知らせであった。

　一方で、再生事業の成果が地域の人たちにはあまり知られていないと感じていた。どこか日常

とは違う場所で、行政が実施していることで、自分の生活とはあまり関係ないと思われているの

ではないか。湿原や川、森の生物に思いがある人にとって、再生事業は評価されるのであるが、

一般の人たちにとっては、湿原と自らの日々の暮らしがどのように関わっているのかが見えてこ

ないのである。

　私と同様な感覚を持っていた協議会の会員も多く、新たな全体構想の策定にあたって、どうした

ら地域社会が元気になるような自然再生事業が立案できるか、などが議論された。そして、生物

多様性の保全や生態系の復元という、ややもすると日常生活とはかけ離れた印象を持たれてしま

う内容を、生態系の恵み（サービス）という観点から見直したらどうか、という意見が多数寄せ

られた。その結果、湿原がもつ水質浄化や洪水リスクの軽減、炭素貯留による温暖化防止、エコツー

リズムの提供、海への鉄分の供給など、地域の産業や生活との結びつきを意識した内容が全体構

想に盛り込まれ、新たに「自然再生を通じた地域づくりの推進」に関する小委員会が設置された。

　未来のこどもたちに、より良い湿原環境を引き継ぐためにも、こうした新たな機軸が実を結び、

釧路湿原流域を保全・再生することで地域社会が元気になり、今後それら自然資本を生かした民

間活動が持続的に、そして活発に行われることを望む。

協議会会長　

（2015 年 3 月 記）
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はじめに
　釧路湿原には ､ 国内では失われつつある貴重で素晴らしい自然が多く残され

ています ｡ しかし ､ その自然も近年の開発によって大きく変化しています。自

然環境の価値に多くの人々が気づきだした現在、残された自然を大切にし ､ 失

われた自然を少しでも取り戻していくことが求められています ｡

　この構想では、地域固有の自然を次の世代に残していくための取り組みと ､

地域社会のさまざまな関わりについて ､ 基本的な考え方や目標などを定めてい

ます。

写真／岡田 操
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第 1 章　自然再生の取り組みに至る経緯と背景

（１）釧路湿原の概要と釧路川流域の歴史

　釧路湿原は、釧路川（1）に沿って広が

る日本最大の湿原です。現在の面積は

約 2.6 万ヘクタール（約 258 平方キロ

メートル、湿原内湖沼を含む面積）で、

低地湿原の原生的な自然が残されてい

ます。ハンノキの散在するヨシを主と

した湿原（低層湿原）と、ミズゴケ類

を主とした湿原（高層湿原）、その中を

蛇行する河川からなり、他に類を見な

い景観となっています。同時にこの湿

原は、タンチョウ、オジロワシをはじ

めとする鳥類、キタサンショウウオ、

エゾカオジロトンボなど、貴重な野生

動物の生息地ともなっています。また、

保水・浄化・洪水調節・地域気候を緩

和する機能など、人々の暮らしを支え

る重要な役割を果たしています。

　釧路湿原を涵養する最大の河川である

釧路川は、阿寒国立公園の屈斜路湖から流れ出る延長 154 キロメートルの一級河川です。釧路川

は多くの支流を擁し、それらを含めた流域面積は約 25.1 万ヘクタール（約 2,507 平方キロメートル）

に達します（図 1-1）。

　釧路川の流域には、釧路市、釧路町、標茶町、弟子屈町、鶴居村の 5 市町村が含まれます。そ

の人口は 1950 年代に急増し、現在は約 21.8 万人です（図 1-2）。そのうち釧路川流域の総人口は

約 17.7 万人（1995 年国勢調査）で、一次産業では酪農や漁業、二次産業では製紙業が主な産業

となっています。近年は、自然を生かした観光業（三次産業）も重要視されています。

　流域の開発は 1880 年代より始まりました。当初は周辺丘陵地帯からの木材搬出が主たる産業で

した。1920 年には釧路川の大洪水により多くの犠牲者が出たことから、市街地を流れる釧路川を

上流域から切り離す新水路（新釧路川）工事が行われました。その後釧路川を直線化するなどの

（1）　釧路川の西側を流れる阿寒川も、かつては釧路川に流れ込む支流でしたが、現在は別々に太平洋に流入し
ています。

図 1-1．釧路湿原と釧路川流域の範囲
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治水工事が本格的に始まるとともに、

湿原の農地化が少しずつ始まりまし

た。1940 年代後半からは、戦後復興

に伴って湿原周辺で森林の伐採が進

められました。さらに戦後の食糧不

足の解消と農産物の安定供給を目指

し、国の施策でこの地域を食糧生産

基地とするため、1960 年代から大規

模な農地開発と河川改修が行われま

した。同時に、湿原南部では埋立て

により市街地の拡大が進みました。

（２）釧路湿原と地域社会の課題

　釧路湿原はおよそ六千年の年月を経て形成されてきたといわれ、少しずつ自然の力で変化してい

ます。しかし近年、周辺での人間活動の影響により、急激な変化が現われ始めています。

　現在直面している最も重要な課題は、湿原面積の急激な減少です。1950 年には約 3.2 万ヘクター

ルあった湿原は、2010 年には約 2.6 万ヘクタールにまで減少し、この 60 年間で約 2 割も消失し

ています。この多くは農地や市街地の開発によるものです。流入する河川の周囲に広がっていた湿

原はほとんど開拓され、農地に変わってきました。しかし、水はけが悪いために、農地化が困難で

利用できない所も見受けられます。

　また湿原の南側からは、市街地の拡大に伴って湿原を埋め立てて住宅地や道路、資材置き場等に

使用する面積も増大し、景観を損なうだけではなく、キタサンショウウオの生息地を狭めるなどの

影響が出ています。

　一方で湿原内に土砂が堆積し、ハンノキ林が増加するなどの質的な変化も進行しています。その

背景には上流の河川や丘陵地の変化があります。流域の急速な農地化とともに、林地でも人工林に

転換される場所が増え、自然林が著しく減少しました。また、森林伐採や裸地の出現、管理されて

いない作業道などにより、土砂の流出が激しくなりました。

　さらに上流での河川の直線化なども手伝って、湿原内には多量の土砂が流入するようになってい

ます。これによりヨシやスゲ類の湿原内で点在していたハンノキの面積が拡大したり、湖沼で急速

に土砂が堆積し水生植物や淡水魚類も減少するなど、湿原の生態系に大きな影響を与えています。

同時に、近年改善されつつあるとはいえ生活排水や家畜排泄物の流入なども見られ、生態系への影

響も現実のものとなっています。これらの変化は、水産業にも影響を及ぼしている可能性もありま

す。

　 自然は変化するものではありますが、この 40 年間に見られるような人為的な影響による急激な

変化は、野生生物のみならず人間にとっても好ましいものではありません。釧路湿原の自然環境を

図 1-2．流域の６市町村の人口推移
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推計値

策定

現在

2010年までは「国勢調査」（総務省統計局）、2015年以降の推計は「日本の地域別将
来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）。
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保全・回復させるために、早急に対策をとる必要が生じてきました。

　地域社会においても変化が見られています。流域の人口は 1985 年をピークに減少を始め、30

年後にはピークの半分近くまで減少すると予想されています（図 1-2）。全国的な傾向と同様に、

労働人口の割合も低下が続いており、流域での産業活動や生産基盤、農地のあり方も変化しつつあ

ります。

　湿原は「豊かな自然環境」の一つとして注目が集まり、水質浄化、洪水の抑制、地球温暖化の抑

制といった面で、湿原の持つ価値が評価されるようになって来ています。また、観光にも活用され

交流人口の増加に貢献しており、全国随一の面積を誇る湿原と豊かな動植物の存在は、地域社会に

様々な利益をもたらしています。その一方で、過剰な利用やマナーの悪い利用による環境への影響

についても議論が起こっています。

（３）釧路湿原における環境保全の取り組みと自然再生の始まり

　湿原は我々の生活にとって利用し難い環境であったこともあり大規模な開発は進んでいませんで

したが、高度成長期以降、釧路地方でも農地や住宅地をはじめとする開発が盛んになりました。そ

の当時は、自然に配慮した開発が重要視されていなかったため、1971 年には北海道自然保護協会

釧路支部（現、釧路自然保護協会）が設立され、釧路湿原の重要性を認識して無秩序な開発に歯止

めをかけようという運動が始まりました。1973 年には、釧路地方総合開発促進期成会・釧路湿原

対策特別委員会から「釧路湿原の将来」と題して、「自然保護優先の原則」など、開発と自然保護

に関する３つの基本原則が定められました。この保護運動はその後、釧路湿原のラムサール条約登

録や、国立公園化につながっていきます。

　釧路湿原のラムサール登録湿地指定は、1980 年に行なわれました。湿原生態系の重要性が認識

され、国内最初の登録地になりましたが、登録当初は湿原の中央部が指定されたのみでした。しか

し 1993 年にラムサール条約締約国会議が釧路市で開催されるに及んで、湿原の重要性とラムサー

ル登録湿地の意味を広く一般住民が知るところとなり、登録湿地も３湖沼を含むなど次第に拡大し、

より広い範囲に保全の網がかかるようになりました。

　この流れと並行し 1987 年には、湿原の風致景観や野生生物の保護と利用の増進を図ることを目

的として、釧路湿原国立公園が指定されました。

　しかしながら釧路湿原が広く知られるようになった当時は、バブル経済の時期でもありました。

各種の保護指定が湿原範囲にとどまって周辺の丘陵地を十分に含んでいなかったことから、湿原周

辺ではゴルフ場造成などのリゾート開発計画が進行することとなり、危機感を持った住民が全国の

支援により、ナショナルトラスト運動による湿原と周辺丘陵地の環境保全に取り組みました。同時

に釧路湿原の環境悪化を指摘して自主的に植林活動も開始されました。このように保全活動は、地

域から流域を単位とする保全へと展開しています。

　一般住民の環境に対する関心が一層高まったことも後押しして、行政による具体的な湿原保全

の動きが始まりました。1995 年には北海道が、釧路湿原の保全施策を進めるための「釧路湿原保
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全プラン」を策定しました。また、河川法改正などの動きも受けて、1999 年には学識者や関係行

政機関からなる「釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会」が設立され、関係省庁や自治体、

NPO・NGO などによる検討が行なわれるようになりました。

　2002 年に「過去の社会経済活動等によって損なわれた生態系その他の自然環境を取り戻す（自

然再生法のあらまし）」ことを目的とした自然再生推進法が公布されたのに基づき、2003 年 11 月

には「釧路湿原自然再生協議会」（以下、協議会）が発足し、釧路湿原の自然再生の取り組みが始まっ

ています。

（４）10 年間の自然再生事業の取り組みと成果

　協議会の発足時、構成員は個人 56 名、36 団体、11 関係行政機関および 14 のオブザーバーで

始まりました。また具体的な事業について報告 ･ 議論する 6 小委員会が作られ、それぞれ活動を

開始しました。協議会には、10 年間 100 以上の個人 ･ 団体数が参加しつづけており、全国的にも

最大規模の多くの関係者が参加する場となりました（別資料 69 ページ参照）。釧路湿原は「自然

再生」の取り組みの象徴的な場所として内外に広く知られました。

　この枠組みの中で 10 年間で 8 つの実施計画が作られました。茅沼地区では、2010 年に北海道

開発局（釧路開発建設部）が直線化された河川を元の蛇行河川に復元する事業を実施し、蛇行復元

区間の氾濫原が拡大し湿原植生面積が増えたこと、川の流れの早さや深さなどが多様化し、直線区

間と比較して魚類等の種類・個体数が増加したこと、湿原景観が復元したこと、洪水時の土砂堆積

による下流への土砂が減少したことが確認されています（【事例④】）。

　久著呂川地区では、流域内の開発によって湿原へ流入する土砂量が増加し、以前よりも多くの土

砂が湿原内に堆積されることによる湿原生態系への影響が懸念されていました。北海道開発局（釧

路開発建設部）、北海道（釧路総合振興局釧路建設管理部）などは「土砂流入対策実施計画〔久著呂川〕」

を策定し、河道の安定化対策、沈砂池、水辺林・緩衝帯、土砂調整地の整備等により、湿原内部へ

流入・堆積する土砂を 4 割軽減する目標を設定し、事業を実施しています（【事例⑨】【事例⑩】）。

2013 年までに実施した対策により、湿原内部へ流入する土砂が軽減したことが確認されています。

　達古武地区では、カラマツの一斉造林が進み、生態系の質の低下が課題となっていた湿原や湖沼

に隣接する丘陵地において、環境省（釧路自然環境事務所）が 2005 年から地域本来の落葉広葉樹

林を取り戻す事業を実施しています（【事例⑤】）。また、NPO 法人トラストサルン釧路は、過去の

開発行為でササ地になるなどの荒廃地した丘陵地での自然林再生に取り組んでおり、2003 年に苗

畑を設置してから、これまで約 4 万本の苗木を植林しています（【事例⑥】）。いずれも、遺伝的か

く乱を防ぐため、植栽する苗はすべて地域産の種子を採取して育てているため、膨大な手間と時間

を要していますが、長期的には大きな成果が期待されています。また、達古武湖では、周辺部の開

発によって近年水質が富栄養化し、水草のヒシが急増して、他の水生植物に影響与えるなど本来の

自然環境からの劣化が確認されていることから、環境省（釧路自然環境事務所）が「達古武湖自然

再生事業実施計画」を作成し、その原因の一つである、過去に埋設された堆積糞尿の撤去を進める
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事業を実施しています（【事例③】）。

　その他にも、幌呂地区や広里地区においても湿原再生事業の取り組みが始まっています。いまだ

確立されていない湿原再生手法を検討するための現地実験や、ハンノキ林が急拡大した原因解明に

ついての調査等が実施されており、釧路湿原に適した再生手法や土砂流入以外のハンノキ林の増加

原因が明らかになりつつあります（【事例①】【事例②】）。雷別地区では、植栽されたトドマツが枯

死してササ地となった区域の森林再生事業が実施されています（【事例⑦】）。

　市民参加と環境教育促進については、2005 年 6 月に市民参加と環境教育促進のための５カ年計

画「釧路湿原自然再生普及行動計画」（2）を策定し、毎年度の具体的な取り組みを「ワンダグリンダ・

プロジェクト」（3）として公募、支援してきました。そこでは、流域圏外を含む様々な主体による、

釧路湿原の保全や利活用に関わる多様な活動が展開され、湿原と市民の接点や参加・体験の機会は

広がってきています。

　2014 年には鶴居村で、協議会、役場、観光協会の協働により自然再生とツーリズムをつなぐ流

域ガイドマップが作成されました。復元された旧川はカヌーの好コースとして活用されており、湿

原の価値や保全・再生による地域の利益は少しづつ知られるようになってきています（【事例⑪】）。

　※次ページより、釧路湿原においてこれまでに実施された主な取り組みを紹介します。

（2）　釧路湿原の自然再生を環境教育や市民参加とともに進めていくための 5 年ごとの行動計画です。自然再生
推進法に基づく「実施計画」ではありませんが、実施計画に準ずる計画に位置づけ、協議会として推進して
います。

（3）　「釧路湿原自然再生普及行動計画」の毎年度の具体的な取り組みの愛称です。「wonderful」（すばらしい）、
「Only one」（ひとつの）、「Green だ！」をあわせた造語で、第 1 期行動計画を開始した 2005 年に参加者か
らの公募で採択されました。第 3 期行動計画（2015 ～ 19 年）からは、新たに地域と自然再生をつなぐ『釧
路湿原の応援団』として位置づけ、活動を広げていくこととしています。
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　湿原植生の回復を図るため、水循環小委

員会での知見を踏まえ、計画的に地盤の切

り下げ及び未利用排水路の埋め戻しを実施

しており、地表面が地下水位に近づくこと

で湿原植生の回復を図っています。現地施

工後は、モニタリングを実施し湿原植生の回復状況を確認すると共に、オオアワダチソウ等外来種

の再生状況に応じて再度地盤切り下げを行なう等、順応的管理に基づき事業を進めています。また、

ヨシ移植の現地見学会も実施して、広く市民の方々に理解していただく活動も行っています。

◆対象地区：幌呂地区

◆事業主体：開発局釧路開発建設部

◆実施計画策定：2011 年度

◆施工実施：2012 年度～

■湿原再生小委員会での取り組み事例 【事例①】  地盤切り下げ等による湿原再生

施工 1年目 施工２年目

2013 年 5 月 28 日撮影 2014 年 7 月 30 日撮影

学識者とのモニタリングヨシ移植の現地見学会学識者とのモニタリング
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　広里地区では、急拡大したハンノキ林

の要因の解明と、未利用地となった農地

を 1960 年代後半以前の湿原の姿へ再生

するための手法について検討していま

す。

◆対象地区：広里地区

◆事業主体：環境省釧路自然環境事務所

◆調査実施： 2003 年度～

■湿原再生小委員会での取り組み事例	

旧農地【主な成果】
● 状況について
　標準区よりも地下水位が低下し、
農地開発当時からの外来種（牧草）
が残存。

 ●条件の整理
　隣接する畑などに影響を与えない
方法で、地下水位を標準区と同じ状
態にする必要がある。

●対策
　地盤掘り下げ試験、シミュレー
ションを用いて、河川水位堰上や遮
水壁設置など様々な対策を検討。

ハンノキ林【主な成果】
●急拡大の要因について
　築堤や流路改変（1930 年代）による
水位低下などの水環境の変化に加え、湿
原火災（1967 年）がきっかけで一時的
にハンノキの種子が育ちやすい環境とな
り、急拡大したと推定。

 ●状況について
　種子による更新はなく、萌芽更新のみ
で、新たな個体無し。
　長期的には衰退傾向。

●対策
　伐採により樹勢を弱らせ、萌芽更新を
抑えることで、ハンノキ林を減らす事が
できることを確認。

【広里事業地】

　　1960 年代後半から

 ☆湿原生態系の劣化
⇒【標準区への再生】

　　1970 年代頃から

 ☆ハンノキ林が急激に拡大
　⇒【原因の解明】

※ハンノキ林の拡大原因は様々であり、ここでの
検討結果は、広里地区に関するものです。

※関連文献
　山田ほか（2004）、中村ほか（2004）、Nakamura T. et al. (2013)、Nakagawa Y. et al. (2012)、Shida Y. et al. (2009)、植村ほか（2010）

年間を通じて、地表付近で安定した水位

を保っている。

地下水位が低く、降雨後に上昇しても
すぐ低下するなど水位が安定しない。

【事例②】 ハンノキ林急拡大の要因解明、旧農
地の自然再生
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　達古武湖では、繁茂しすぎたヒシの刈り

取り、栄養塩類を多く含んだ土壌の取り除

き、流域全体で栄養塩類負荷を下げるため

の普及啓発を図ることで、かつての多様な

水草が生育できる水環境の再生を目指して

います。

◆対象地区：達古武地区

◆事業主体：環境省釧路自然環境事務所

◆実施計画策定：2012 年度

◆施工実施：2013 年度～

■湿原再生小委員会での取り組み事例

ヒシの刈取り

刈取りを実施した箇所からヒツジグサを確認

市民参加型のイベントの開催

栄養塩類を含んだ土壌の除去

水生植物回復のシナリオ

流域からの栄養塩負荷が継続し
た状態（降雨時に流域や南部湿
地帯から供給）

流域からの栄養塩負荷が減った状
態（南部湿地対策が実施され、流
域における対策が一定程度進捗）

流域からの栄養塩負荷は、ヒシが大
量に繁茂しなくても富栄養化が進行
しないレベル

ヒシが湖全面に繁茂し、沈水植物等
にとっての光環境が悪く、他の浮葉
植物に圧力をかけている状態

ヒシの分布域制御等で、現存する水生植
物の生育環境にかかる負荷が低減し、ヒ
シ以外の水生植物が安定的に生育できる
面積が増加した状態

1990 年代に観察されたような、多
様な水生植物をはじめとする多様な
動植物がバランス良く生育

【事例③】  達古武湖の湖沼環境の再生

現　　状

達古武湖をあるべき姿に自然を再生するためのステップ（本事業の目標）

達古武湖のあるべき姿
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復元前(直線河道) 復元後(蛇行河道) 

ハンノキ ヤナギ類 

粗度は粗い 

氾濫する
河川水 

ハルニレ・ヤチ
ダモの河畔林 

水面に張り出
すヤナギ類 

オーバーハング 
・流路は狭く水深

は深い函型河川 
・流速は多様 

・流路は広く水深は浅い 
・流速は一様 

自然堤防 

粒径は細かい 

　旧川復元や、掘削残土の撤去によって周

辺の自然環境が再生され、目標としていた

4 つの「期待される効果」（湿原河川本来

の魚類などの生息環境の復元、氾濫原の再

生による湿原植生の再生、湿原景観の復元、

湿原中心部への土砂流出などの負荷の軽減）の発現が確認されています。また、カヌーや釣りなど

地域の観光資源や環境教育の場としても当該箇所は活用されています。

◆対象地区：茅沼地区

◆事業主体：開発局釧路開発建設部

◆実施計画策定：2006 年度

◆施工実施：2007 ～10 年度

■旧川復元小委員会での取り組み事例

釧路湿原茅沼地区の旧川復元の変遷※

【事例④】  茅沼地区での河川の蛇行復元

蛇行復元前
（1999年 6月12日）

蛇行復元中
（2010年2月23日）

復元前（直線河道） 復元後（蛇行河道）

※ 北海道大学大学院農学研究院の中村太士教授らによる、茅沼地区旧川復元を科学的に検証した研究論文「釧路川における水文

地形及び湿地生物にとっての蛇行復元の重要性」が 2014 年 5 月に米国の学術誌「Restoration Ecology（復元生態学）」電子版に掲

載（Nakamura, F. et al.  2014）。

蛇行復元後
（2011年 8月3日）

自然区間

埋め戻し区間
蛇行復元区間

直線化区間
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　カラマツの一斉造林が進んだ湿原周辺

の丘陵地を地域本来の落葉広葉樹林に戻

す事業を実施しています。地表処理によ

り自然な更新を促すほか、流域内の種子

を採取して育てた苗を植栽しています。

◆対象地区：達古武地区

◆事業主体：環境省釧路自然環境事務所

◆実施計画策定：2005 年度

◆施工実施：（育苗）2006 年度～

　　　　　　（地表処理）2008 年度～

　　　　　　（間伐）2012 年度～

■森林再生小委員会での取り組み事例

地表処理（ササ刈り）による天然更新の促進

森林再生事業地

育成した広葉樹の植栽（アオダモとミズナラ）

流域内での広葉樹種子の採取（アオダモ）

森林環境の指標となる動物の調査の体験会

苗畑における地域産広葉樹の育成

間伐を組み込んだ場合の推移のイメージ

達古武湖北岸のカラマツ人工林における事業の配置図（2014 年時点、計画含む）

森林環境を維持しながら自然林への転換を図る

約 90 ヘクタールのカラマツ林内を現地踏査、ＧＩＳによる解析、各種試験結果に基づき、その場所にあった最適な
再生手法を配置している。より母樹林に近い場所は地表処理（かき起こし ･ ササ刈り）、遠い場所は植栽が選択され
ている。また防鹿柵によるエゾシカの排除、カラマツの間伐による光環境の改善も、必要性の高い場所で実施している。

【事例⑤】  達古地区での自然林再生
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1 章 自然再生の取り組みに至る経緯と背景

　NPO 法人トラストサルン釧路は、過去

の開発行為でササ地になるなど荒廃してい

た達古武流域内の所有地で自然林再生に取

り組んでいる。2003 年に苗畑を設置し、

流域産の苗木の生産を開始した。これまで

約 4 万本の苗木を生産し完成したものから順次植栽して

いる。

　植栽にあたっては、市民参加での取り組みを進めてい

る。防鹿ネットの設置や、シカの被食が少ないケヤマハン

ノキなどを優先した植栽の結果、無立木地の森林化が進

んでいる。さらに、森林の多様化を目指しミズナラ、ハ

ルニレ、ヤチダモ、カツラなど多種の自生種の植栽を進め、

自然林の再生を期している。隣接する二次林ではハルニ

レやアオダモなどがシカの被食により枯死するケースが

目立ち、対策を検討している。

　苗木の生産は、2006 年まで環境省との協働事業で進め

られたほか、民間助成金と篤志家の遺言による資金提供

と地域の社会福祉団体などの参加によって行われている。

実地に基づく試行錯誤と工夫により、多種の苗木づくり

に成功してきている。作業は環境教育の視点で研修とし

て進めており、ミズナラを発芽 3 年で完成苗にするなど

苗木生産技能の習得で成果を上げている。

◆対象地区：達古武地区

◆事業主体：トラストサルン釧路

◆施工実施：（育苗）2005 年度～

　　　　　　（植栽）2005 年度～

■森林再生小委員会での取り組み事例

事業対象トラスト地の位置と周辺の植生・土地利用

【事例⑥】  市民参加による森林再生

上はイタヤカエデの床替作業（2014 年）、

下は 2010 年に播種して、2013 年秋に完成したミ

ズナラの苗

自然林再生対象地・達古武 24（上は取組み開始時

の 2004 年、下は森林化が進んできた 2013 年）

事業対象トラスト地
達古武 24

植栽地

苗畑

環境省事業対象地
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　雷別地区国有林から流れ出る水は、シラ

ルトロエトロ川を通じ、釧路湿原の一部で

あるシラルトロ沼に流れ込みます。本国有

林では、７０年生を超えるトドマツ人工林

が 2000 年に気象害に遭い、ササ地となり

ました。低下した土砂の流出や崩壊を防止する機能を高め、雷別地区本来の広葉樹林に戻すため、

森林の再生の取り組みを行なっています。

◆対象地区：雷別地区

◆事業主体：林野庁北海道森林管理局

◆実施計画策定：2007 年度

◆施工実施：（地表処理）2009年度

　　　　　（広葉樹植栽）2010年度～

■森林再生小委員会での取り組み事例 

森林の再生のイメージ

＊雷別ドングリ倶楽部：雷別地区国有林での自然再生活動に多くの人に関わってもらうため、林野庁

釧路湿原森林ふれあい推進センターが立ち上げた森づくり活動グループ

事業開始前の自然再生事業地 雷別ドングリ倶楽部による植樹

ボランティアによる植樹 自然再生事業地における環境教育

【事例⑦】  雷別地区国有林での森林再生
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1日の流入量
約570万

1日の流出量
約570万

　釧路川流域の水循環メカニズムについて、地下水シミュ

レーションにより解析・検討した結果、湿原を取りまく水

の移動現象をおおむね解明しました。ここで得られた知見

は、湿原再生小委員会の施策検討（幌呂地区湿原再生事業）に活用されています。また、年 1 回の

講演会により、この成果を広く市民の方々に理解いただく活動も行っています。

　現在は、水と一緒に湿原へ流入している窒素、リン等の栄養塩について調査・検討を進め、

栄養塩類等の物質循環の把握に努めています。

◆対象地区：湿原全域

◆事業主体：開発局釧路開発建設部

■水循環小委員会での取り組み事例

釧路湿原の水循環メカニズム

釧路湿原の水収支

河川の出入りがほとんどで、湧き水と地下水は湿原を

潤し、ゆっくりと流出している。

単位【m3/ 日】

河川流出量
554.7 万
(97.6%)

蒸発散量
13.7 万
(2.4%)

降水量
51.4 万
(9.0%)

地下水流入量
11 万 (1.9%)

湧水量
5.2 万
(0.9%)

河川流入量
500.8 万
(88.1%)

【事例⑧】  釧路川流域の水循環メカニズムの解明

一日に流入・流出する水の量は、赤い線で囲まれた範囲でほ

ぼ同じ約 570 万 m3/ 日となっている

①地形
・西側の方が東側よりも集水面積
（涵養面積）が大きく標高も高い

その他
・釧路層群 K：湿原域の下部は被圧状態
・浦幌層 Ur：水理地質的基盤（難透水性）

③湿原域の地下水
・中部泥層（Ac）の上下で
  地下水位が異なる

⑥表層水
・降水、河川水位等に影響される

⑤丘陵縁辺部からの湧水
・湿原東側よりも西側の方が
  湧水量が多い
・湧水量は年間通じて概ね一定

②中部泥層（Ac）
・湿原に広く分布する
・上下の水のやりとりを阻害
  している



14

1 章 自然再生の取り組みに至る経緯と背景

　河床低下や河岸侵食が見られる久著呂川

の中流部において、床止工と河道拡幅な

どにより河道を安定させ、土砂生産を抑制

することで湿原に流入する土砂量の軽減を

図っています。

◆対象地区：久著呂川地区

◆事業主体：北海道釧路建設管理部

◆実施計画策定：2006 年度

◆施工実施：2006 年度～

■土砂流入小委員会での取り組み事例

対策前 対策後

河道の安定化対策区間上流端付近の状況

河床
低下

河床低下が
上流側に進行

落差工により
上流側への河
床低下の進行
を抑制

河床低下前
の河床高

2006 年撮影

2003 年撮影

2014 年撮影

2012 年撮影

河床低下

河床低下

河床低下後の
河床高（対策前） 河床に土砂を堆積させ

河床低下を抑制

河床高
（対策後）

河道の安定化対策区間中間部付近の状況

　河床低下区間の上流端では 5m の落差が生じており、

上流側に河床低下が進行していました。直上流には国

道 274 号の境橋が存在し数年で被災する恐れがありま

した。また、農地等の侵食被害も想定されました。

　緊急的な対策として仮床止めを設置し、その後落差

工 3 基を設置しました。落差工により上流側への河床

低下の進行を抑制し、国道橋の被災を防ぐとともに、

農地等への侵食被害を軽減しました。

　対策を実施する前は、河床低下により年間約 2,180m3

の土砂が発生していました。河床に露出している凝灰

岩は比較的粒径の細かい土砂が含んでおり、発生した

土砂が釧路湿原に流入していました。

　対策を実施したことにより、土砂生産量は年間約

330m3（2014 年度時点評価）となり、対策前と比較し

約 85％の土砂を軽減することができました。

　河床低下区間の河床は軟岩が露出し、流れや深さも

単調な水辺環境となっていました。

　河道の安定化対策を実施した区間では河床に砂礫が

堆積し、流れや深さも多様となり魚類や底生生物が生

息しやすい環境になりつつあります。

上流への河床低下の進行 上流側への河床低下の進行抑制

河床低下区間からの土砂の発生 河床低下区間からの土砂の発生

単調な水辺環境 水辺環境の復元

【事例⑨】  久著呂川流域での河道安定化対策

5m
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　湿原流入部に土砂調整地を整備すること

により、湿原より上流部では捕捉すること

が難しい細粒土砂を捕捉し、湿原内部へ流

入し堆積する土砂の軽減を図っています。

◆対象地区：久著呂川地区

◆事業主体：開発局釧路開発建設部

◆実施計画策定：2006 年度

◆施工実施：2007 年度～

■土砂流入小委員会での取り組み事例

土砂補足状況　2013 年 6 月撮影 越流部からあふれる濁水　2013 年 9 月撮影

【事例⑩】  湿原流入部における土砂調整地の設置
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■再生普及小委員会での取り組み事例

■行動計画ワーキンググループによる普及活動

■環境教育ワーキンググループによる学校での湿原学習の支援

■自然再生事業と地域産業との連携

③ワンダグリンダ・サポーターに
よる情報発信（2008 ～）

⑥パネル展示 (2006 ～ )
　航空写真展示 (2011 ～）

⑨自然再生の見学会（2011 ～）

⑭湿原学習を支援する団体・
施設の情報提供（2008 ～）

⑮ガイドマップを活用した
モデルツアーの実施（2014）

①行動計画の策定（2005、2010）

④ワンダグリンダ参加者交流会
（2006 ～ 07，2012 ～13）

⑦フィールドワークショップ（2008 ～）

⑩学校の湿原学習実施状況・
意向調査（2007，2014）

⑬鶴居村でのワークショップ
（2013 ～14）

②ワンダグリンダ・プロジェクトの
実施（2005 ～）

⑤ WEB サイトの運用（2005 ～）
　ニュースレター配信（2006 ～）

⑧自然再生への参加機会
　づくり（2012 ～）

⑪環境教育ガイドブック
（授業プログラム集）

発行（2009）

⑫教科学習向け教材の
作成・提供（2013 ～）

⑬教員研修講座（2013 ～）

⑭鶴居村釧路湿原流域
ガイドマップの発行

（2014）

【事例⑪】  再生普及・環境教育・
地域連携の取り組み



17

1 章 自然再生の取り組みに至る経緯と背景

（５）自然再生事業の課題と今後

　10 年間のさまざまな取り組みが始まった一方で、課題も明らかになってきています。個別の事

業における試験的な取り組みの成果は蓄積されてきましたが、釧路湿原および流域全体にどのよう

な効果をもたらしたかという評価、各事業の成果を他の地域へ適用して広げていく取り組みはほと

んどできていないのが現状です。また、小委員会ごとの議論・事業が中心になっていることから、

流域視点の原則（生態系のつながりがある流域全体を対象に考える）に則して展開していく必要が

あります。

　協議会の構成員数は維持されている一方で、協議

会や小委員会などへの出席者は減少しており（図

1-3）、各委員からも協議会のあり方や課題解決のあ

り方について指摘がありました。その課題の一つと

して、再生の取り組みが行政機関による大掛かりな

事業に限られ、地元自治体や民間団体、個人による

活動が少ないことがあります。また、受動的再生の

原則である、残された自然の保全への取り組みがさ

らに必要であることも指摘されています。協議会や

委員会の運営に関しては、説明や議論をする時間が

足りず、各委員の十分な理解につながっていないという意見も出ています。さらに、この湿原再生

を通して湿原生態系の重要性を多くの流域市民に伝えることができていなかったという反省もあり

ます。

　釧路湿原の自然再生は、過去に損なわれた自然を積極的に取り戻そうとする取り組みですが、地

域社会の視点からの必要性の認識や、地域の生活や産業と関わるような取り組みはまだ芽生えてき

ていません。

　これらを踏まえ、今後の方針としては、釧路湿原の恩恵を「生態系サービス（4）」などにより、一

般の人にも分かり易い形で表現することや情報の発信や環境教育のさらなる推進などで、釧路湿原

自然再生に対する市民への理解を深めていくことが求められます。また、民から官まで各層がそれ

ぞれの立場であるいは協働して自然再生に努力できる運営を目指す必要があります。具体的には、

釧路湿原全体を見通した現状の把握と評価、その中で自然再生に必要な取り組みとその優先順位を

考えること、良好な自然環境の保全に関わる取り組みも重視すること、民間団体等が現に実施して

いる活動を支援するしくみづくり、地域の産業・経済・暮らしとのかかわりをテーマとすることな

どが取り組むべき課題として挙げられます。

　なお、今回の見直しでは、そのような課題に取り組むために、従来の「6．持続的な利用と環境

教育の促進」の施策を、釧路湿原と地域の産業との連携のあり方や情報発信や環境教育等の啓発面

（4）　釧路湿原における「生態系サービス」については、次頁の【生態系サービス－釧路湿原が持つ価値－につ
いて】を参照のこと。

※吹き出しは策定された事業実施計画等の名称
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全体構想

図 1-3．協議会構成員数・出席者数の推移
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※【生態系サービス】 －釧路湿原が持つ価値－　について

　近年、人間が自然から受ける恩恵を「生態系サービス」と呼び、自然環境の多様な価値の評

価が試みられています。

　釧路湿原は、

　　・ 洪水時の遊水地として被害リスクを低減する働き

　　・ 富栄養化の原因物質である窒素、リンを低減する能力

　　・ 鉄分の供給による沿岸海域の生態系を育む働き

　　・ 温室効果ガスである二酸化炭素を吸収し、炭素を貯留する働き

　　・ 野生動植物への生息・生育環境の提供

　　・ 観光への貢献

　などの機能を有しており、社会に大きな恩恵をもたらしています。

　

　釧路湿原は、流水量をコントロールして、下流の釧路市や釧路町を洪水から守る遊水地と

しての働きがあります。年間の二酸化炭素吸収量は約 4 万 5000 トン、炭素貯留量は年間約

1130 万トンであり、1 年間に窒素・リンを低減する能力は約 195 万人分の排出量に相当し、

これを下水処理費に換算すると、約 858 億円 / 年と評価され、地球温暖化や水域の富栄養化の

低減に貢献しています。

　また、湿原は森林よりも多くのミネラル分を供給しているとの報告があり、釧路湿原から流

出する溶存鉄は、植物プランクトンや海藻類を育み、沿岸域の生態系を豊かにし、漁業に大き

く貢献していると考えられます。さらに、天然記念物で日本を代表する鳥類のひとつであるタ

ンチョウをはじめ、イトウ、キタサンショウウオなどの希少な野生動植物に生息・生育環境を

提供し、数多くの生物を育んでいます。

　観光面においても、これまで実施されたアンケート結果では、釧路市を訪れる観光客の半数

近くが釧路湿原に魅力を感じている傾向が見られ、釧路市の観光消費額の 211 億円（2009 年）

に大きく貢献していると考えられます。

　以上は釧路湿原が持つ価値の一例で、釧路湿原はその他にも多様な価値を有しています。

このような釧路湿原が持つ多様な価値を守っていくためにも、釧路湿原の環境を維持・保全す

ることは非常に重要です。

を強化するために、「6．自然再生を通じた地域づくりの推進」と「7. 自然再生の普及と環境教育・

市民参加の促進」の 2 つの分野に分けて整理しました。これにより釧路湿原自然再生と地域社会

との結びつきがこれまで以上に強くなることが期待されます。
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　　　　　　　　　 湿原が洪水リスクを低減する　　　　　　　　　 湿原が洪水リスクを低減する

生態系サービス－釧路湿原が持つ価値－

　　　　　　　　　湿原からもたらされる鉄分が海を豊かにする　　　　　　　　　湿原からもたらされる鉄分が海を豊かにする漁業

　　　　　　　 湿原がCO2を吸収し、炭素を貯留する　　　　　　　 湿原がCO2を吸収し、炭素を貯留する　湿原が人を魅了する　湿原が人を魅了する観光

安全･安心

　　　　　　湿原が多くの命を育む　　　　　　湿原が多くの命を育む生命

　
　

　　　　　　　　　　　　湿原が水を守る　　　　　　　　　　　　湿原が水を守る水の保全
窒素 リン

窒素、リン等の除去

 湿原は、水中に含まれる
窒素やリンを吸収・分解し
て、水質を整え湿原生態系
を維持しています。
 釧路湿原が窒素を吸収・分解する量を
1⼈あたりの年間排出量に換算すると…

  

約195万【人/年】 に相当
【＝窒素727万kg】

  （釧路市の⼈⼝の10倍！）

  約858億円分の働き！
（※年間の処理・処理施設の維持管理費）

 湿原は、台風などでも
河川の流量が⼀気に増え
ないよう緩和し、街の安
全を守っています。  

湿原がなかったら…

 釧路湿原は、知名度が⾼く、
観光客の多くが湿原でのアク
ティビティを体験したいと考
えています！

認知度 ⼤！
・『釧路湿原、湿原、湿地帯』→「くしろ」から連想するモノ・コト第1位!!
・『釧路湿原』 →「くしろ」の観光スポット認知 第3位!!

釧路でしてみたいことランキング 上位！
・釧路湿原を流れる釧路川カヌー川下り 第1位!!
・釧路湿原のノロッコ号 第2位!!
・釧路湿原での⽊道散策 第3位!!
・湿原や森の秘境に入るツアー 第4位!!

大雨や台風の時…

 湿原は、温室効果ガスであ
る二酸化炭素(CO2) を吸収
し、貯留します！

【CO2吸収量】
1世帯あたりの年間CO2排出量に
換算すると…

  
約8577世帯分！ 
【＝約4万5200(t-CO2)/年】

湿原は多くの鉄分を供給し、沿岸域の海藻や魚介類を育んでいます！  釧路湿原は、多くの野生動植物の
繁殖場所や生活場所となっています！

 釧路湿原を含む釧路川流域
はタンチョウ営巣の中心地で
す。絶滅の危機にあったタン
チョウは、釧路川流域で個体
数を回復し、道内へ分散して
います。

イトウ

キタサンショウウオ

タンチョウ

供給される溶存鉄量 約916kg/年 

窒
素

リ
ン

湿原があると…

 ⼈為的な方法(＝下⽔処理場)で除去した場合
 

・「くしろ」⾷・観光の戦略的ニーズ調査事業（2011年3月）
・釧路観光産業の発展に向けての経済効果に関する調査研究」
（2010年7月）

・環境省（2014）「平成25年度生物多様性及び生態系サービスの経済的な価値の評価に関する調
査検討委託業務報告書」「平成25年度生態系サービスの定量評価に関する調査等業務」より算出

・楠田哲也（1994）『自然の浄化機能の強化と制御』技報堂出版
・愛国浄⽔場取⽔⼝（2013年）における⽔質データ（⽔⽂⽔質データベース、国⼟交通省） より算出

供給量が約4割減少!!

【減少した鉄分全てを、海産物の鉄分含有量に換算すると】
●コンブだと（乾燥）約2億8830万 （枚/年）
●生ガキだと 約9億1040万 （個/年）  
    に相当！

カヌー♪

緩和
遊水効果！

⼤量の⽔が⼀気に市街地へ…
洪⽔が起こってしまうかも。

市街地へ、
⼀気に⽔は流れ込まない！

湿原散策！

・タンチョウ営巣地データ（タンチョウ保護研究グループ）
・第５回自然環境保全基礎調査 湿地調査（環境省） 

泥炭層 が貯留

CO2
CO2

※湿原は条件によって温室効果ガスであるメタンなどの排出源にもなるという説もあります。

窒素 リン

【注意！】
湿原の窒素除去能力を分かり易くす
るため、数値化したもので、湿原に
負荷を与えても良いということでは、
ありません！
負荷の影響で、従来の湿原植生が失
われてしまうこともあるので、十分
な注意が必要です。

N2
N2 脱窒

【炭素貯留量】
釧路市の世帯数に換算すると・・・

釧路市の約9万5千世帯の約82.8年分 【＝ 約1131万（t-C)】

鉄分供給量減少

【湿原が失われると・・・】

鉄

鉄鉄

鉄
湿原が
失われると…

海藻・魚類減
少

鉄分供給

鉄 鉄

鉄鉄

⼤⻄健夫（2015年1月、私信）「釧路川流域におけ
る溶存鉄濃度に関する評価の試み」

※湿原が農地に変わったと仮定して計算
※コンブ、カキの枚数・個数は⾷品成分上の数値であり、実際にこの量の海産物が生産されるわけではありません。

温暖化
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第２章　自然再生の基本的な考え方と原則

（１）釧路湿原における「自然再生」とは

　本構想が提案する自然再生は、過去に損なわれた自然を積極的に取り戻そうとする取り組みで

す。「自然再生」という言葉は、あまりなじみがありませんが、ここでは自然再生基本方針も踏ま

えて、より広く、自然の保全・回復・復元・修復・維持管理・創出などの概念を含むものとして

定義します（1）。したがって、自然をそのままの形で残すことから、自然の質を高めるような工夫を

することまでを含みます。大きな目標に向かって、様々な取り組みを効果的に組み合わせていく

ことが重要なのです。

※（言葉の参照）（2）

　自然を取り戻す試みは、さまざまに議論されています。地域の状況に合わせて、よいやり方

を考えていく必要があります。釧路湿原では、「創出」するケースは少なく、「保全」や「復元」

「修復」が主になるものと思われます。

•	 保　　全 : 今残されている良好な自然を良好な状態で維持すること。

•	 回　　復 : 自然が自律的に元の姿に戻っていくことを維持・支援すること。

•	 復　　元 : 過去にあった自然の姿を人間の手で取り戻すこと。

•	 修　　復 : 自然のもつ機能を人間の手で高めること。

•	 維持管理 : 人間の手で生じた自然の良好な状態を人間の手で維持していくこと。

•	 創　　出 : 自然がほとんど失われた場所に良好な自然を人間の手で作り出すこと。

（２）自然再生を実施する上での原則

　ここでは、自然再生に取り組む上で重要な原則を示します。全ての取り組みは、この原則に従っ

て実施されます。　　

①生態系のつながりがある流域全体を対象に考える（流域視点の原則）
　自然の抱える問題を解決するためには、社会的な単位にとらわれずに方針を立てていく必要が

あります。特に湿原生態系は複雑な結びつきで、湿原－河川－森林と広い範囲に関わりを持ちます。

（1）　自然再生推進法では、「自然再生」の定義として「保全・再生・維持管理・創出」としていますが、ここでは「再
生」という言葉を避けるとともに、いろいろな「再生」の形があるということを詳しく紹介しています。21ペー
ジの図も参照してみて下さい。

（2）　海外では自然再生に関する議論や研究が盛んに行なわれており、それぞれの用語は英語では以下のように
表現されています。

　　　保全 conservation、回復 recovery、復元 restoration、修復 rehabilitation、維持管理 maintenance、
　　　創出 creation
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